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は じ め に

知床世界自然遺産地域科学委員会内に設置された河川工作物ワーキンググループ（平成 17～19 年度）

では、自然遺産地域内に設置されている河川工作物について、サケ科魚類の遡上に対する河川影響評価

を実施した。その結果、5河川 13 基の河川工作物については改良が適当であり、改良後にはサケ科魚類

の遡上モニタリング等を実施して、改良効果の検証を行うことが望ましいとの提言がなされた。

この提言に基づき、北海道森林管理局はイワウベツ川水系に設置されている 5 基の河川工作物の改良

に着手し、平成 22年度に全ての改良工事が完了した。

本業務は、河川工作物の改良効果の検証を目的とするものである。本業務に係る現地調査については、

斜里町、知床財団、（社）北見管内さけ・ます増殖事業協会の協力のもとで実施した。現地調査及びと

りまとめ等は、株式会社エコニクスへの委託業務により実施し、「平成 23 年度 世界遺産保全緊急対策

事業（河川工作物改良の効果検証）報告書」としてとりまとめた。

平成 24 年 3 月

北海道森林管理局
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